
蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲

蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲

会

長

中
原
志
軒

副

会

長

相
原
雨
雪

東
原
吐
雲

吉
田
青
雲

最
高
顧
問

菅
野
清
峯

中
原
茅
秋

名
誉
顧
問

越
水
春
汀

田
村
空
谷

（
故
人
）

顧

問

堀
吉
光

森
須
園

山
本
大
廣

相

談

役

榛
葉
壽
鶴

武
田
綾
苑

平
野
翠
甫

参

与

鈴
木
邦
子

大
六
泉
嶽

中
西
浩
暘

藤
岡
抱
玉

理

事

長

赤
池
艸
硲

副
理
事
長

岡
本
正
志

鎌
田
恵
山

常
任
理
事

天
野
碧
邨

江
草
幽
研

金
竹
秋
苑

佐
々
木
龍
雲

原
雲
涯

丸
尾
鎌
使

森
禾
甕

理

事

石
井
抱
旦

小
野
恵
子

佐
伯
孝
子

竹
下
青
蘭

天
満
雨
丘

成
田
誠
一

松
本
燁
之

特
別
同
人

石
井
克
代

同

人

植
松
桂
春

小
川
雅
山

小
椋
紫
仙

笠
原
康
伸

合
田
春
江

河
野
隆
志

菅
原
美
由
紀

大
楽
悠
雪

田
岡
楚
香

竹
澤
順
子

竹
村
美
園

谷
野
成
子

戸
津
川
政
世

新
居
田
玉
濤

前
田
敦
子

八
木
玉
汀

無

鑑

査

神
山
和
子

下
村
和
音

谷
川
美
仙

橋
本
安
希
子

本
田
英
之

森
岡
美
香

正

会

員

近
藤
は
る
か

中
原
一
樹

中
原
章
等
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ウィーン中心部の「王

宮」に隣接する「新王宮」

内の南西部に位置し、館内には

オーストリア歴史館やエフェソ

ス博物館なども併設されてい

る。周辺には名画の宝庫といわ

れる美術史博物館や、自然史博

物館、国会議事堂、市庁舎「ラ

ートハウス」、国立オペラ座な

どの歴史的建造物があり、欧州

の代表的な観光名所となってい

る。

新王宮「ウェルト・ミュージアム・ウィーン（国立世界博物館）」

「
奎
星
会
創
立

周
年
記
念
ウ
ィ
ー
ン
展
」
の
会
場
と
な
る
「
ウ
ェ
ル
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ウ
ィ
ー
ン
」

「
ウ
ェ
ル
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ウ
ィ
ー
ン
」
の
ロ
ビ
ー

欧
州
の
芸
術
の
都
を
、
日
本
の
現
代
書
道
の
世
界
が
彩
る
。
今
年

月
に
創

立

年
を
迎
え
る
書
道
団
体
「
奎
星
会
」
（
中
原
志
軒
会
長
）
が
来
年
６
月
、

海
外
展
「
奎
星
会
ウ
ィ
ー
ン
展
〜
日
本
の
代
表
書
家

ウ
ィ
ー
ン
を
書
く
」
を

ウ
ィ
ー
ン
の
新
王
宮
「
ウ
ェ
ル
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ウ
ィ
ー
ン
（
国
立
世
界

博
物
館
）
」
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
東
日
本
大
震
災

年
の
節
目
の

年
に
、
今
も
被
災
地
支
援
を
続
け
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
へ
の
感
謝
を
込
め
、

人
の
作
家
が
新
た
な
書
作
に
挑
む
。

【
鈴
木
義
典
、
写
真
も
】

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
首
都
ウ
ィ
ー
ン
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
、
ワ

ー
グ
ナ
ー
ら
が
活
躍
し
た
音
楽
の
都
と

し
て
名
高
く
、
悠
久
な
る
ド
ナ
ウ

川
や
歴
史
的
建
造
物
は
世
界
じ
ゅ

う
の
観
光
客
を
引
き
つ
け
る
。
そ

の
市
街
地
中
央
、
新
王
宮
に
あ
る

「
ウ
ェ
ル
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

ウ
ィ
ー
ン
」
で
初
め
て
、
日
本
の

書
道
展
が
開
催
さ
れ
る
。

「
芸
術
を
愛
す
る
ウ
ィ
ー
ン
の

皆
さ
ん
に
、
私
た
ち
の
書
が
ど
の

よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
る
か
。
伝
統

的
な
『
東
洋
の
美
』
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
『
現
代
の
書
』
の
発
展
を
も

担
う
書
展
を
目
指
し
、
ウ
ィ
ー
ン
の
造

形
作
家
と
の
交
流
の
機
会
も
持
ち
た

い
」
。
中
原
会
長
は
大
き
な
期
待
を
寄

せ
る
。
日
本
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
１
８

６
９
年
に
修
好
通
商
航
海
条
約
を
締

結
、
以
来
１
５
０
年
を
超
え
、
深
い
友

好
関
係
が
続
く
。

日
本
を
代
表
す
る
書
道
団
体
の
一
つ

「
奎
星
会
」
は
現
代
書
道
の
旗
手
と
し

て
、
前
衛
書
を
中
心
と
し
た
書
表
現
を

国
内
外
で
発
表
し
続
け
て
き
た
。
１
９

４
０
（
昭
和

）
年
に
上
田
桑
鳩
、
宇

野
雪
村
両
氏
ら
が
創
立
。
古
典
的
な
書

表
現
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
た
新
た
な
創

作
に
挑
み
、
現
代
書
道
を
確
立
し
た
。

書
道
文
化
の
海
外
へ
の
発
信
に
も
意
欲

的
に
取
り
組
み
、

年
に
は
米
国
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
書
道
展
を
開
催
、
大
成
功

を
収
め
た
。
以
後
、
欧
米
を
は
じ
め
中

国
、
韓
国
な
ど
ア
ジ
ア
各
国
で
も
精
力

的
に
海
外
展
を
開
い
て
い
る
。

「
ウ
ィ
ー
ン
展
」
に
は
「
東
日
本
大

震
災
に
際
し
支
援
を
頂
い
た
皆
さ
ま
に

感
謝
を
込
め
て
」
と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
が
付
く
。
２
０
１
１
年
３
月

日
、

未
曽
有
の
大
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日

本
大
震
災
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
発
生
直

後
か
ら
日
本
へ
の
支
援
に
動
き
出
し
、

総
額
１
億
５
０
０
０
万
円
も
の
義
援
金

や
毛
布
、
水
の
容
器
な
ど
の
支
援
物
資

を
届
け
た
。
今
で
も
国
内
で
は
演
奏
会

な
ど
数
多
く
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン

ト
が
催
さ
れ
て
い
る
。

中
原
会
長
は
昨
年
４
月
、
同
会
の
丸

尾
鎌
使
常
任
理
事
と
開
催
打
ち
合
わ
せ

の
た
め
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
訪
れ

た
。
「
い
つ
か
ご
恩
返
し
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
心

を
込
め
た
作
品
を
お
持
ち
し
ま

す
」
と
、
同
展
に
か
け
る
思
い

を
伝
え
た
。
出
迎
え
た
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
・
シ
ッ
ク
ル
グ
ル
ー
バ

ー
館
長
は
「
日
本
の
現
代
書
を

拝
見
で
き
る
こ
と
を
心
待
ち
に

し
て
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

今
春
は
欧
州
で
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
っ
た
が
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
迅
速
な
都
市
封
鎖
が

奏
功
し
、
美
術
館
な
ど
の
観
光
施
設
も

間
も
な
く
再
開
さ
れ
る
。
開
幕
は
来
年

６
月
８
日
の
予
定
だ
。

約
３
カ
月
間
に
及
ぶ
期
間
中
、
席
上

揮
毫
や
作
品
解
説
会
な
ど
で
書
道
芸
術

の
魅
力
を
伝
え
る
。
日
本
人
演
奏
家
に

よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
企
画
さ

れ
て
い
る
。

来
夏
、現
地
で「
奎
星
会
」展

莢莢莢莢

莢莢莢莢

中原志軒会長がウィーン展への

思いをこめて揮毫した作品「望」

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

進
取
の
精
神
継
ぎ

中
原
志
軒
会
長
に
「
奎
星
会

創
立

年
」と「
ウ
ィ
ー
ン
展
」

へ
の
思
い
を
聞
い
た
。

奎
星
会
は
創
立
当
初
か
ら

「
現
代
に
生
き
て
い
る
私
た
ち

に
は
、
現
代
の
書
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
を
旨
と
し
、
新
し

い
書
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
徹

底
し
た
古
典
の
臨
書
に
励
み
、

そ
こ
か
ら
見
つ
け
た
書
の
造
形

原
理
を
も
と
に
、
「
前
衛
書
の

地
平
」
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

草
創
期
は
戦
中
、
戦
後
の
過

酷
な
時
代
で
し
た
が
、
新
し
い

芸
術
思
潮
の
も
と
、
書
人
た
ち

は
旧
弊
を
排
し
、
東
洋
、
日
本

だ
け
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
な

く
、
創
作
、
造
形
、
構
成
、
構

図
、
空
間
な
ど
の
概
念
を
大
胆

に
取
り
入
れ
、
実
験
的
な
作
品

を
発
表
し
て
い
ま
す
。

私
は
初
代
会
長
の
上
田
桑
鳩

先
生
か
ら
９
代
目
の
会
長
に
あ

た
り
ま
す
。
進
取
の
精
神
を
受

け
継
ぎ
、
現
代
書
の
旗
振
り
役

と
し
て
書
道
界
の
進
展
に
尽
く

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

前
衛
書
は
文
字
を
「
読
ま
れ

る
」
と
い
う
第
一
義
か
ら
解
放

し
、
「
見
ら
れ
る
」
と
い
う
書

の
本
義
に
立
つ
こ
と
を
志
向
し

て
い
ま
す
。
従
来
の
筆
、
墨
、

音
楽
と
の
交
差

紙
と
い
っ
た
文
具
も
見
直
し
、

エ
ナ
メ
ル
、
ラ
ッ
カ
ー
、
段
ボ

ー
ル
な
ど
独
自
の
マ
チ
エ
ー
ル

（
材
質
、
素
材
が
も
た
ら
す
効

果
）
を
取
り
入
れ
、
新
た
な
書

美
を
追
究
し
て
い
ま
す
。

１
９
４
８
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
「
毎
日
書
道
展
」
へ
の
参
加

も
会
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
異
な
る
表
現
世
界
を
持

つ
書
家
が
互
い
に
刺
激
し
、
高

め
合
い
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

海
外
展
は

年
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
を
皮
切
り
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
も
舞
台
を
広
げ
て
き
ま
し

た
。

年
に
は
外
務
省
の
委
託

を
受
け
、
桑
鳩
先
生
が
１
カ
月

間
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
巡
回
し
、
書

の
講
演
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
を
行
い
大
反
響
を
呼
び
ま

し
た
。

ウ
ィ
ー
ン
は
音
楽
の
街
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
と
思
い
ま

す
が
、
芸
術
全
般
に
造
詣
や
関

心
が
高
く
、
古
い
伝
統
に
立
ち

向
か
っ
た
ク
リ
ム
ト
を
代
表
と

す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
分
離
派
の

芸
術
運
動
は
有
名
で
す
。
保
守

主
義
や
伝
統
に
抗
し
た
芸
術
家

の
姿
勢
は
、
前
衛
書
を
追
究
す

る
私
た
ち
に
と
っ
て
学
ぶ
と
こ

ろ
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

哲
学
者
の
西
田
幾
多
郎
氏
は

「
書
は
そ
の
静
的
な
形
の
リ
ズ

ム
と
い
う
点
に
お
い
て
は
建
築

に
似
て
い
る
が
、
建
築
の
ご
と

く
実
用
に
と
ら
わ
れ
た
も
の
で

な
く
、
全
く
自
由
な
る
生
命
の

リ
ズ
ム
の
発
現
で
あ
る
。
そ
う

い
う
点
に
お
い
て
は
音
楽
に
似

て
い
る
。
つ
ま
り
建
築
と
音
楽

と
の
中
間
に
位
す
る
と
で
も
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
凝
結

せ
る
音
楽
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ

う
」
と
、
興
味
深
い
こ
と
を
述

べ
て
い
ま
す
。
会
期
中
に
は
現

伝
統
美
を
超
え
て

地
の
演
奏
家
や
日
本
の
合
唱
団

の
参
加
も
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
書
と
音
楽
の
交
差
を
楽
し

み
た
い
も
の
で
す
。

前
衛
書
は
外
国
で
は
か
な
り

人
気
が
あ
り
ま
す
。
芸
術
愛
好

家
は
も
ち
ろ
ん
、
広
く
一
般
の

皆
さ
ん
に
も「
日
本
の
伝
統
美
」

と
い
う
枠
を
超
え
た
現
代
芸
術

と
し
て
堪
能
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

伝
統
を
保
ち
つ
つ
、
新
し
い

造
形
美
を
模
索
し
て
い
る
前
衛

書
へ
の
率
直
な
感
想
を
う
か
が

う
と
と
も
に
、
現
地
の
皆
さ
ん

が
筆
を
持
ち
、
創
作
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
時
間
も
作
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で

は
復
興
の
歩
み
が
続
い
て
い
ま

す
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
方
々
に

は
い
ち
早
く
物
心
共
に
多
大
な

援
助
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
被

災
者
が
ど
れ
だ
け
勇
気
づ
け
ら

れ
た
か
、
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

今
回
の
展
覧
会
開
催
に
あ
た

り
、
お
礼
の
気
持
ち
を
こ
め
て

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か

話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

一
つ
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
ち
な

ん
だ
題
材
に
挑
戦
し
、
両
国
の

文
化
、
芸
術
の
交
流
に
寄
与
す

る
こ
と
で
す
。
展
示
品
を
寄
贈

す
る
こ
と
に
も
し
て
い
ま
す
。

ウ
ィ
ー
ン
展
終
了
後
の
来
年

月
に
は
東
京
・
上
野
の
東
京

都
美
術
館
で

周
年
記
念
の
奎

星
展
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
で
世
界
中
が
震

撼
し
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
も

大
勢
い
ま
す
。
行
動
の
自
粛
も

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
で

も
困
難
な
時
に
こ
そ
、
芸
術
に

携
わ
る
者
に
で
き
る
こ
と
が
あ

る
は
ず
。
私
た
ち
は
そ
う
確
信

し
て
い
ま
す
。

困難の中、芸術にできることを 「奎星会」中原志軒会長

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
る
中
原
志
軒
会
長
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